
　 

障
害
者
の
相
談
窓
口

　

本
人
や
家
族
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー　

 

障
害
に
関
す
る
総
合
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時　

月
～
金
曜
午
前
９
時

～
午
後
５
時
15
分(

祝
日
・

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く)

場
所
・
問
合
せ
先　

市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
７
２
・
４

８
８
・
７
７
７
０
、
FAX
０
７

２
・
４
８
８
・
７
７
７
６
、

Ｅ
メ
ー
ル kc-shakyo@ap.

wakwak.com

◆
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

①
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ず
ま(

清
児
５
５
３
‐
１)

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
日
常

生
活
に
お
け
る
相
談
、
生
活

情
報
の
提
供
、
集
い
の
場
を

設
け
て
い
ま
す
。

日
時　

月
～
土
曜
と
第
２
日

曜
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時

問
合
せ
先　

☎
０
７
２
・
４

４
６
・
６
５
１
０
、
FAX
０
７

２
・
４
４
７
・
５
７
７
７

②
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み(

東
山
２
‐
１
‐
１)

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
日
常

生
活
に
お
け
る
相
談
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

月
～
金
曜
午
前
９
時

～
午
後
５
時

問
合
せ
先　

☎
０
７
２
・
４

２
１
・
３
０
０
０
、
FAX
０
７

２
・
４
４
６
・
３
９
９
９

◆
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

障
害
者
虐
待
の
通
報
や
相

談
の
窓
口
で
す
。

日
時　

月
～
金
曜
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
15
分　

場
所
・
問
合
せ
先　

障
害
福

祉
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
１
２
、
FAX
０
７
２
・
４

３
３
・
１
０
８
２

休
日
・
時
間
外
の
問
合
せ
先

(

虐
待
通
報
専
用
・
24
時
間
受

付)

☎
０
１
２
０
・
７
２
２
・

０
１
８
、
FAX
０
１
２
０
・
７
２

２
・
５
６
５

 　

長
寿
祝
券

　

９
月
に
長
寿
祝
券
と
し
て
、

商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
該
当

す
る
か
た
に
は
６
月
中
旬
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象　

９
月
１
日
現
在
、
引
続

き
１
年
以
上
本
市
に
住
民
登
録

し
て
い
る
88
歳(

１
万
円
分)

・

99
歳(
２
万
円
分)

の
か
た

申
請
・
問
合
せ
先　

高
齢
介
護

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

４
０

　

婚
姻
満
50
年
夫
婦
を

　

祝
う
会

日
程　

９
月
２
日(

金)

対
象　

戸
籍
上
の
婚
姻
届
出
日

ま
た
は
第
一
子
の
出
生
日
が
昭

和
47
年
９
月
１
日
以
前
の
夫
婦

で
、
祝
う
会
開
催
日
ま
で
引
続

き
本
市
に
居
住
し
住
民
登
録
し

て
い
る
か
た

申
込　

７
月
１
日(

金)

～
８
月

１
日(

月)

に
高
齢
介
護
課
ま
た

は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

※
本
籍
地
が
本
市
以
外
の
か
た

の
み
戸
籍
謄
本
が
必
要
で
す

申
込
・
問
合
せ
先　

高
齢
介
護

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

４
０

　

介
護
支
援
専
門
員

　

実
務
研
修
受
講
試
験

試
験
日　

10
月
９
日(

日)

対
象　

医
師
・
看
護
師
・
介
護

福
祉
士
な
ど
の
資
格
が
あ
り
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野

の
事
業
所
な
ど
で
相
談
援
助
業

務
に
５
年
以
上
、
か
つ
９
０
０

日
以
上
の
実
務
経
験
を
お
持
ち

の
か
た

申
込　

簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

(

申
込
書
は
市
高
齢
介
護
課
・

岸
和
田
保
健
所
・
府
民
お
問
合

せ
セ
ン
タ
ー
情
報
プ
ラ
ザ
の
窓

口
で
配
布)

締
切　

６
月
27
日(

月)

消
印
有
効

配
布
・
申
込
・
問
合
せ
先

(

一
財)

大
阪
府
地
域
福
祉
推
進

財
団
☎
06
・
６
７
６
３
・
８
０

４
４

　

市
民
後
見
人
養
成
講
座

「
市
民
後
見
人
」
は
認
知
症
な

ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
か
た
の
権
利
を
擁
護
す
る

た
め
、
財
産
管
理
・
身
上
保
護

な
ど
を
行
い
ま
す
。
市
民
後
見

人
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
座
を
行
い
ま
す
の
で
、
社
会

貢
献
へ
の
意
欲
と
熱
意
の
あ
る

か
た
は
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
養
成
講
座
は
無
料
で
す
。

◆
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時　

７
月
２
日(

土)

午
後
２

時
～
４
時

場
所　

岸
和
田
市
立
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

内
容　

成
年
後
見
制
度
の
概
要

と
活
動
の
紹
介
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
お
よ
び
講
座
受
講
の
ご
案
内

定
員　

１
０
０
人(

定
員
に
な

り
次
第
締
切)

　

他
の
日
時
や
場
所
で
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大

阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申

込　

申

込

フ
ォ
ー
ム
か
ら

◆
養
成
講
座

対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
か
た

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

②
令
和
５
年
３
月
31
日
の
年
齢

が
満
25
歳
以
上
70
歳
未
満

③
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

※
講
座
は
９
月
以
降
11
回
の
予
定
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

高
齢
介
護
課
☎
０
７
２
・

４
３
３
・
７
０
１
０
、
FAX
０
７
２
・
４
３
３
・

７
４
０
４
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
権
利
擁

護
推
進
室
☎
06
・
６
７
６
４
・
７
７
６
０

　

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

　

教
養
講
座
「
ホ
ッ
と
ワ
ー
ク
」

日
時　

６
月
28
日(

火)

午
前
10
時
～
正
午

内
容　

英
会
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

費
用　

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先　

中
央
公
民
館

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２
２
２

　

府
視
覚
障
が
い
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　

大
会
で
優
秀
な
成
績

　

第
14
回
府
視
覚
障
が
い
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
大
会
が
行
わ
れ
、
次
の
団
体
が
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。(

敬
称
略)

団
体
戦
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
・
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー　

第
３
位　

貝
塚
す
ば
る
・
松
原

問
合
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
０
１
２

クール 日程(午前10時～正午・全５回) 申込

７月５日～８月２日の火曜 ６月17日(金)
午前10時～

第１

第２ ８月23日～９月20日の火曜

健康ボウリングで介護予防 参加者

　健康維持・増進のため、ボウリングの基礎知識などを学びながら
ボウリングを楽しむ教室です。ぜひご参加ください。

募集

場所　コスモレーン貝塚(近木町４ー１)
対象　60歳以上の貝塚市民
定員　各クール18人(定員になり次第締切、年度内１クール参加可)
費用　無料
申込　希望クール・住所・氏名・
年齢・電話番号・靴のサイズを、
電話・ファックスでコスモレーン
貝塚へ☎072－438－7333、Fax072
－438－7922(水曜定休)
担当　市高齢介護課

健康乗馬教室で介護予防 参加者

　健康維持のためのきっかけづくりとして、乗馬の体験教室を行いま
す。みなさんぜひご参加ください。
期間　７月１日(金)～９月30日(金)の間で申込時に調整
場所　ハーモニーファーム野のはな(地蔵堂460)
対象　60歳以上の貝塚市民で、乗馬による体調悪化(腰痛・膝痛など)
のおそれのないかた
内容　個人レッスン形式の乗馬体験(１回20分程度。１人につき年度内
２回）
費用　無料
定員　20人(定員になり次第締切)
申込　６月25日(土)午後１時～住所・氏名・
年齢・電話番号を、電話・ファックスでハー
モニーファーム野のはなへ☎072－488－
7838、Fax072－488－7805(水曜定休）
担当　市高齢介護課

募集

申込はこちら

　新型コロナウイルスの蔓延が長期化してお
り、日常生活で様々な対策が求められていま
す。その中で「手指の消毒」は最も身近な対策
の一つで、アルコールを含む消毒剤や除菌剤を
使用する頻度も高くなっています。今回は、ア
ルコール消毒について紹介します。 
　インフルエンザウイルスやコロナウイルス
は、外側を脂質やタンパク質で構成された「膜」で覆われていま
す。アルコールには、脱脂作用(脂質を蒸発させる)と脱水作用があ
り、その「膜」を壊すことでウイルスを不活性化させる効果があり
ます。よって、手指の消毒には濃度70％以上95％以下のエタノール
製品を用いて、よくすりこむことが推奨されています。 
　なお、アルコール消毒剤は刺激が強く、手指などに用いる場合は
肌が荒れることもありますので、品質・有効性・人体への安全性が
確認された｢医薬品｣、｢医薬部外品｣との表示のあるものを使用する
ことをお勧めします。使用方法などでご不明な点があれば、かかり
つけ薬局の薬剤師に相談してください。 
　今後もコロナウイルスの感染予防として、手洗いや手指の消毒は
重要となります。消毒剤や除菌剤については、目的にあった製品を
正しく選び、正しい方法で使用しましょう。

感染症予防と消毒

貝塚市薬剤師会☎072－433－2222

広 報 か い づ か 令和4年6月(5)　第991号


